
平成３０年度中間事業報告会について

  平成 30年 12月 17日

平成３０年度の中間事業報告会は平成３０年１２月７日 １３時３０分より

千代田区の学士会館にて開催されました。

① 山口理事長より上期の広範囲に亘る事業の順調な進捗推移と、事業の委託元や支援

先の企業・団体の皆様から感謝の言葉を戴いていることの報告と謝意が述べられた。

また、今年３０年度に始まる 3ヶ年中期計画の初年度の半期でもあるので、あらためて

計画のおさらいとその進捗概略についての報告がされました。

＜ 新中期活動方針（平成３０－平成３２年度）＞ 備考

１. 活動計画の基本スタンス；

◆ボランティア精神をもって企業経験を生かした社会貢献活動としての中

小企業の経営支援を行うことを目的とし、併せて自身の自己活性化を図る

◆計画の推進にあたっては、市場のグローバル化・新興国の台頭・地方創

生・I o T/ＡＩ 技術の革新など周囲環境の大きな変化やニーズに沿う展開

をする。

２. 基本方針；

会員の経験や知見を活かし、当ＮＰＯ活動に相応しく且つマンパワーにも

みあった活動範囲に留める等の無理をしない配慮

Ａ．中小企業の経営支援活動（収益活動）

中小企業に対し、経営戦略の構築や、販路開拓、海外展開等の経営支援を

基盤事業として、より質の高い支援活動を目指し継続する。

Ｂ．社会貢献活動（非収益活動として）

当ＮＰＯの人的また財政的に可能な範囲で、次世代を担う若人の育成支

援、災害復興支援、地域活性化の為の社会貢献活動をさらに充実させる。

Ｃ．インフラの整備及び財務基盤の充実

組織を維持し会員の活性化と 活動を支えるためのインフラの整備及び財

務基盤の充実を図る。

３．重点課題

Ａ．中小企業支援活動

➀本事業は中小企業の事業強化を目的にした販路開拓支援を主体

②外部環境の変化に対応するため、中央官庁、地方自治体を中心とする各

地域の新規施策の動向についての情報収集・対策強化に努め、中小企業の
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更なる発展に繋がる可能性ある案件の発掘に努める。

③中小企業の新分野への進出、新技術の事業化支援、事業戦略の策定など

の多角的経営支援への対応も充実する。

④海外展開支援事業を更に強化する。

⑤ヘルスケア分野の活動を更に拡大する。

⑥東京オリンピックに向けた動向把握とそれに対応した支援活動

⑦企業の人手不足、後継者不足に対応した支援活動を行う。

⑧関西グループを通じた西日本地域での活動をさらに強化する。

B.社会貢献活動

①講演会活動、教育機関等への講師派遣等を通じて企業人を含めた人材育

成支援事業を 強化する。

②被災した企業や地域の復興支援の継続と中山間地区振興のお手伝い

③若者や女性起業家への事業化支援を行う。

C. 運営体制強化活動

①「データベース作成・活用委員会」の設置 質の高い中小企業支援を実

現するために、会員データ・支援実績データ等 をデータベース化し有効

活用する。

②会員の活動へのサポート体制とオリエンテーション（活動のルールや要

領のガイダンスと 事例説明等の充実）

③新規の研究会や専門チームの設置。

ヘルスケア、I o T /ＡＩ分野での研究会に加えて社会・経済情勢の変化

に応じて適宜設置し活動する。 （例）次世代自動車関連、ロボット・ド

ローン関連、新素材、農業法人、観光関連等々

④事務局人材と設備やスペースの充実、システム・マニュアル等の整備
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② 萩原理事（経理財務担当）より、「平成３０年度通期予想」の説明がされました。

（経常収入合計９７００万円、収益予測４３０万円）

➂ 今回の中間報告会より個別案件・事例紹介として

  ・愛媛県中小企業団体中央会での「ものづくり応援隊」講座について

  ・ヘルスケア研究会の活動報告

・次世代若者育成支援活動（サイエンスアゴラ・インターンシップ等）

  

についての報告の３案件の紹介がありました。



➃ 出席の新入会員５名の紹介がありました。

➄ 特定支援会員４社５名の来賓からご挨拶がありました。

上記の通り、例年と比較し多彩な報告会が終了し、その後の懇親会においても活発に

会員相互の親睦が図られました。

以上


